
 

「医療保険を退職時にプレゼント」 

 人手不足がこの所顕著となっており、有効求人倍率も島根県では１．３倍を超えて推

移しています。最低賃金も１０月から大幅に引き上げられ企業としては頭の痛い所です

が、企業活動を支えるのはやはり人です。労働環境も改善していく必要がありますが、

給与水準・法定福利・福利厚生・就業時間短縮と企業側の負担が増えるものばかりで、

生産性が上がらなければとても地方の中小企業では付いて行けなくなります。ただ、そ

の中で問題なのが従業員の定着率です。業種によってもかなりバラつきがありますが、

特に最近の新卒従業員は定着率が悪いという言葉を良く耳にします。企業としては継続

発展する事が大前提ですので、従業員の年代別構造が年配者に偏ると、将来性という点

に疑問符が付きます。従って若手従業員を如何に教育するかが今後の企業経営における

重要なポイントと言えるでしょう。この点に力を入れつつ、その大切な従業員様が病気

等で休業するリスクを少しでもカバーする意味で、会社加入の終身医療保険（定年まで

で払い込み満了）をお奨めします。そして定年まで勤め上げられた従業員の方には名義

変更して退職金の一部として、その後の負担無く補償のみを受け継いでいただく。退職

金も当然大切ですが、これも喜ばれるのではないでしょうか？ 

是非福利厚生の一環としてお考えいただき、事業経営にお役立てください。 
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